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SUMMARY 
1) Study of structure and function of the juxta-chondral blood vessels, revealed ' 

that three different system of them were found ; vessels of the formation of primary 

bone marrow, of the nutrition of cartilaginous tissue, and of the ossi五cation.

2) The juxta-chondral blood vessels seemed to play an important role in various 

kinds of diseases 、inbone and joint. 

3) Developmental changes of the structure in the marrow blood vessels showed 

peculiarities of localisation in the various bone diseases, especially in the inflammatory 

diseases. 

4) The author considered that predisponding factors of bone and joint tuber-

culosis would be in宜uenced by anatomical structures, as well as by immunologic 

elements. 
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に関する解剖学的研勾！lf・くから研究者の注意を惹

き，着々と解閉されて来Tこ．

骨髄血管の特殊性を初めて記載しすこのは Robin(18 

64）にして，以来 Neumann(1869) Langer (1876) 

Rindfleisch• Denys (1887) Lexer (1904) Venzlaff ( 
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19日） Doan (1922) Nussbaum・平山 (1923） 岩 男 (19

26) Bargmann (1930）富塚（1934) Anseroff (1934) 

橋本 (1936～）平木・大藤（1952～3）等諸学者の系統

的・比較解剖学的研究が詳細に報告され，微細な所を

除いては現今略々解明された状態である．かくの如く

この分野に於ける泊去の研究業績は多いが，我邦に於

ける1936年米今日も継続して行われている橋本美智雄

教援一門の系統的比較解剖学的研究は今日追従を許さ

ない前山だん？として，精密な研究業展であふ．しかし
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一般臨床タi科に於付るこの傾城に関する理解は必ずし

も充分とは言えず， ｜以！不衰の研究も無いことい、ないが

甚，ピH~にして橋1教授一門の研究の足下にも及びつ

かないJ感がおる．唯奇々臨床家としてはかかる基礎的

な研究楽演を臨床研究に応用し，微細な構造を更に明

確ならしι＼比較的研究の遅れている骨，関節疾患の

発生病理解剖に資する事が目下の急務である和泉礎研

究は進展していると思われプ，，

化膿J生骨箇炎乃三歪結核性甘’・関節炎の発生病理学的

研究は既に古くから着手されて居りす又骨端部の破壊

性又は変形性疾患の成立機転上血管系が重視されて居

る．しかし今日向軟腎下血管系（s11bchondralblood 

vessel）乃至所調軟骨近接血管（juxta-chondralblood 

vessel）の解剖とその生理的主主義，引いては病理学的

意義に関しては未だ研究の余地が大であり，殊に整形

外キ｝詞援に於ける骨端部乃至関節の各種疾患の成立機

転を追求するに際して先づ解問しp 予備知識と して心

得ていなければならない分野であるので，この様な点

を中心に犬の長骨骨端部を脈管学的に検討し，明か成

巣を得たのでここに一部報告する次第であQ・長＂t"i'-1犬

骨々髄血管幹系統の発生及び構造に関しては累述する

も略々先人の言者報告にm復するので末尾の諸女献にゆ

ずる．

第2章軟骨組織の血管分布及び新陳代謝

に関する歴史的・文献的考察

軟骨組織は結合組織と異り血管，淋巴管及び神経を

認め得ず，特殊なん法で之を認めたりとの報告もある

が一般には信ぜられていなかふった．軟骨組織の周囲に

は軟骨膜（Perichodrium）があれ之の中には血管，

淋巴管及び神経線維を殺し，軟骨めつi':lを・発育及び新

生に重要な関係、を有していると考えられてレ乙．しか

し軟骨組織が血管を有していることは既に古く 1927年

に Weherによって観察されている．其後n次骨組織の

血管の有無に関連し，軟骨細胞の栄養路に関し多数の

研究と討論が行われた．稀に血管が骨髄側から侵入陥

入して，とれが関節軟骨の中で短い縦絡（Schlir怒りを

形成している事実は Bub即日(1868),Arnold (1878), 

Gerlach (1876), Wolter (1891), Kolster (1887), 

Spronck (1887), Czermak (1888), Stricht (1886), 

Vogel (1883), Hammar (1894), Studnitzka等によっ

て記殺された．この境界の有る特具な形をした軟骨血

管行（Knorpclgefiisskanal）は現今の所謂軟’it'i'.f( 

Knorpclkanal）であるが骨髄形成に先行する所から，

叉結合組織等に於ける血管とは凡そその梢巡を真にし

ていたので，これが軟侍組織の栄養血行であるとは一

般に信じられなカ，__ 'l ~－ － 更にその分布が組織学的切片

標本では甚だ僅少1あるので， Heitzmann Solger, 

Zuckerkandl, Aron等によれば軟骨組織中には血管の

代りに栄養液の通路である液管叉は液渠（Saftkanal

od, Spalte）があると考えた．即ち一般には軟骨膜を

経て軟’待泉質中の！謬原線維の＊の中に，更に謬際線維

聞の粘液性結合組織中に浸入する組軽量栄養液流の機構

が重視されていた．この通液絡を Mりrner氏線維柱（

Trabekel)又は Hansen氏重量曙好性索（acidophile

Strange）と称せられた. Arnoldの蛙の大腿骨頭，家

兎の剣状突起及び犬や家兎の耳殻軟骨に於ける栄養液

の通路に関する研究によれば，インヂゴ・硫酸ソーダ

によって描き出される通液路は線状，核状，網状に分

岐し， それは主主質、〉科I)築形式：こ左右される．軟骨膜か

ら組織液は侵入し，前記線維間際を通り，軟骨細胞褒

tこ対して放射状に軟骨細胞重要迄，時に古切包援を貫通し

ていると言う. Arnoldは締令組織に於ける組織液流

とJ；問的には酷似していることを証明した. Aronは
軟骨膜のみならず骨髄血管がら導入される組織栄養液

は細胞間質中の線維間際渠中に侵入し，軟骨細胞護に

ある車軸状裂隙を通じて細胞に達すると報告した.J更

に関節軟骨組織の栄養液の診動には特に関節運動後飽

が関係することを Hansen(1890）が託閉した．

更に軟骨組織中の小血管の内面の Chondromukoid

を特別の Methylenblau染色によって可視性に染色

し， Chondromukoidは比較的早く消失し，軟骨組織

山栄Nをどうにかやっと果していると言う．

Hansen の認めた小血管と言うのは:fj~今の軟骨管中

の血管の事で，これカ ·J~ ｝fか引を廷に関与していると推
論したものであろ う．いずれにしても軟骨組織全体に

比し血管分布が乏しし脈管外の通液路が重侃され，

軟骨匂fの存：在が軽視される傾向があった椴である．

Czermak (1888）は，軟骨組織の独得な栄養機能は

Glykogenの集積である」ュ記載した．叉 Neμmann(18

77）は Chordadorsalisの軟骨細胞に Glykogenが

証明されたと問機に正常関節軟骨にも Glykogenの存

在を発見した．叉軟骨器削包殊に関節軟骨車耐包中の脂肪

I：＇；＼’：ir，：を貯蔵しているものと一般に考えられていた．

脂肪組織が敬骨組織と程換していることがあることは

既に古くから知られている.Virchowは病的軟骨腫
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蕩に於てこの事に就いて報告している． Flemming ( 

J 879) Beale (1862）は各軟骨主回包の正常内容として脂

肪滴があることを記裁し， Solger(1885）は成人に於

いて関節軟骨の表層部で閥肪が形成されることを，

Stricht (1886) Genzmer (1875) Hammar (1894）によ

って晴乳動物の総てに於いて同禄記載された.Weic 

hselbat1mによって関節の老人性変化と変形性関節炎

に際して脂肪性変性が著明でなく，軟骨細胞の活動に

大して重要な役割を演じて居ないと言う所見を記放し

た．結局之等の研究を総括して見るに関節牧骨細胞中

の脂肪形成は有害でも有畿でもなく，伸二段l/i,£1'0な；ii

義があると言うものではない様である． Lubosch (19 

10）は関節軟骨五回包の脂肪滴及び脂肪組織資換の由米

に就いて，関節軟骨細胞の排il!tに関係があると結論し

ている．叉彼によれば軟仕組織を以ti:する特に境界を

有する細管はないと記 I •主 Ltニ．

Gerlachに依れば軟骨組織栄iをは拡散によって細胞

に達すると言い， Hildebrandに依れば関節軟骨が間

験的荷重を受ける際圧力によって軟骨組織が圧縮せら

れ，免荷によって原形に復するに当り，一種の!1&引作

用を生じて栄養を主要取する．故に軟骨組織が弾性を失

うことは軟骨組織の栄主主1吸を結果すると言う．

橋本教授は軟骨管の存在と侵入の主主義について次uJ 

所見より骨端軟骨の分＇（i!f供給に関与するものであふと

考えている．即ち 1)化骨抜の見られない骨端に於い

ても軟骨管の進入がみられる.2）各長管々端に於ける

軟骨管の進入時期が略々同時である.3）軟骨管の侵入

時期と化骨絞の発生時期との聞には時間的な隅りがあ

る.4）化管伎発生後も軟骨管侵入の数に著明な減少が

認められない，等の事実から，軟骨管はI欲flうう廷にも

関係し，叉化骨核形成にも関係があると解釈している．

Oiiier (1978) L田町、(1907）に始まる関節目安及び磁波

膜腔に於ける移植軟骨の運命に関する研究によれば，

移値軟骨組織片は軟骨膜の存在乃至滑液朕予断包の被覆

を受けて居ることによって生命を保ち得て，関節滑波

及び媛液は克く軟骨を栄益することが出来ることは一

般に認められている．

かくして関節軟骨組織の栄養源に関して， 1）官側即

ち骨髄血管及び軟骨管中の血管系よりするか， 2）軟骨

膜の毛細血管網よりするか， 3）関節滑液によるかで、あ

る．而してむよ今臨床的経験よりして滑液からうれ援を摂

取して居ると考える人が多いが，吾々はそのいづれに

軽重があると言うのではなく，三者の協同作用にょっ

て栄養を受けていると解釈し，軟骨組織中に存在する

軟骨管の栄養上の意義は重視されなければならぬこと

を切実に感ずるに到った．

第3章研究材料及び方法

幼弱及び成熱犬を用いずこ．イソミタール注射液を腹

腔内に注入し；完合麻酔下で開腹し，大動静脈を結

実k，切断後下半身を生理的食塩水で瀧流し，完全に血

性色を失うを待ち，次いで加温5～ 8%ゲラチン雲汁液

を注入し，下空静i!liC断端から果汁の流出するえ’確；j＞め

た上でjjjJj静脈断端を結殺した.2～3時間冷却の後，大

腿骨を別出し， IO?oフォルマリン液にて固定し，次い

で Richman氏電気脱灰法にて脱灰したf九 5%硫俊

曹達水溶液で中和・水洗後， IH~ t~ i ｝；.しJは織傍本 （

ヘマトキシリン・エオヂι重染色，赤崎氏格子線維級

銀染色）を作製した．

Spalteholz氏透明標木（t骨を局方過酸化水素7..h:°で約

1週間諜白した後， 2日間水洗し，上昇アルコールに

て脱水後p ペンヲ オーYレで浸漬し，減圧装置内で組織

内の空気及びペンツオー1レと透明剤（合成冬緑油：ィ

ソサフロール＝5・2混合液）を置換し，顕微鏡又はJレ

ーペで立体的に視察した．

第4章骨端部軟骨近接血管（軟骨下骨髄

血管と軟骨血管）の構造

骨端部軟骨近後血管（juxta-chondralblood vessels) 

は次の三種類に区別される．

I) 骨髄形成性軟骨管（求心性）

2) 軟骨層下血管系（subchondralblood vessels) 

3) 非骨髄形成性軟骨管（遠心性）

1) 信端部軟骨組織に進入して原始骨髄を形成し，

骨髄山公貨を司る軟骨管は附図IEの如く主として関

節袈，大腿’脅頭℃は組手首から動静脈同伴の血管伎を受

け，周囲数カ所から進入している．叙l荷l立び関節婆は軟

骨膜に移行するが，脈’i'i'Lt軟骨膜中を走り，漏斗状に

なった軟骨孔の真中え略 垂々直l二入り，軟骨管は恥心

部に向って直進している．幼弱なる骨端部に於いては

附図Eの如く帝国い添状の軟骨管が関節袈から軟骨層中

に進入し，時には主要求心性軟骨管の途中からも分校

してい加が，いずれも発育l曽大する骨髄に圧迫され，

貧弱にして量産機，消返しつつあることを思わせる．

この求心性軟骨管中の血管構造は附図Eの如く，関

節義と軟骨膜の移行部で屈曲，変形して居る傾向があ
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附図 I81 x 透明t；~:;j,;

附図 E 80× 透明傑本

関節~滑液膜から骨端核骨髄に入る軟骨血管：h

る．これは関節運動に際Lての屈伸に対する余簡を持

たせてある所見であろう．細い動脈管と太い静脈管が

略々並行して走る他に軟骨管壁に接する如くあたかも

竹穏伏：ユ静脈網が形成されこれは軟骨膜中の静脈に移

行している．

この軟骨管は骨髄の中心部迄直進し，骨髄に入る際

にも骨髄向管と版合‘吻合することなし 一定の間際

を有している．（附図 lり だから木質的にこの軟骨管

附図 1ll 120 x 透明傑本

軟骨1(11 ＇；：；＇：； ·；；伐入者~＇. f立動脈及び師、1]Ji'，綱 40×10 ，句、、
句 、噛鞠旬、、

… 三話治、＼

行為流
得＇：Jt.">－句

1可J図 W 80x 透明標本

の中の血管が骨髄形成に参与するものとは考えられ

ず，軟’百P管先端部の血管の特殊性と軟骨組織の骨髄形

成受入態勢が揃ーった場合に骨髄が形成されるものと考

えられる．附図Vは栄養血管の存しない級櫛付着部の

血管分布である．

2) 骨端絞骨髄のrffl管は一見微細な突起を有する理主

木様珊瑚樹状又はキヤペヲの花房状な呈していヘJ・幼

弱な場合には新位が大きく ，成熟すると共に微細 ・平

滑となる．幼弱な縛太い骨髄静脈網は横断面1象ー·~·はあ

たかもゴムスポンヂ様に吻合し（附図VD，縦断面i象で

は濯木の樹主主：伏をなし集合静脈洞を（附図VID形成して
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いる．

同l図 vsox 透明標本

関tmm.111干附若者ll血管佼入 80x 

附図 VI so x 透明傑本

骨端部骨髄横断像 80 x 

~ 

幼弱な場今には内)ff広制で，密な静脈洞に比して!JijJ

脈管は甚だ汽弱に目立たないが成熱して来るに従いi弥

脈網は~qX'に細〈／二り集合的l派洞との区別がつけ易く

なれ附図閣の如く lT.にたきな網目の如〈吻合した動

脈管を明瞭に』沼める様になる．

幼弱な骨付；117~ コ1'r\;Tl.!t1作ff;fi)'.l•;•'ilil\rJ 血管系， f!ljち，リI~

骨層下I血＇i'i＇ボ；！、＼＼什図 IV・ I＼の如く府状叉1 ，：~＆，日11:1］至は

｜ヰj図 Vil sox 透明傑,j,;

縦断像 10 x 8 

｜別図 VllI 120 x 透明以本

月！日胞状をなじζいることは特異なことで，これが動脈

性血管か静脈性血管かと言うこと及じ両者ひいずれが

多いふと言うことに関して論争があツたが，橋本教援

の人目台児及び家兎胎児に於ける詳細な研究によれば該

血管網は常に静脈性血行よりなれ動脈f生血管網は関

与しないことを明らかにしている.;f;L、も鋭強染色によ

って血管壁の尚子線維を松討して括本数援の説を確認

した．（附図 x)
しかL内熟するにしたがい化骨されつつある軟骨陥

[Iii川＇il；二JLrli'Z(l'c;,.mくなった前t脈管が目。荒いスポンヂ

係に吻合したtfJc・f'I＇.り，その脈々 中央部に直進する細
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llf.J図 ¥I A. 40× 
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動脈管がこの静脈訟のー部で移行し（附図耳），

その形式は骨幹部に於ける動静脈移行と同じ構

造である．以上要するにすべての動脈性毛細管

は必ず直接に静脈管に移行するが，逆に静脈洞

の全てが必ず動脈性毛細管に直接連結すると言

えない．幼弱な骨髄に於いて特にこの事が著聞

で，静脈洞が単独で特異な構造を有すること

は，骨髄血管系の普通組織の血行系と具なった

特殊な存在意義即ち骨髄の造血，貯血機能に関

与するものであることを寂味するものである．

骨端核骨髄の表面と言っても幼弱な場合には関

節軟骨側とメタフイーゼ側とあり，その形態は

附図盟の如く梢々越を異にする..lilPち原始骨髄

の場合には似たものであるが，成熟と共に発育

は檎々前者より抑制され，表面は扇平化して来

る．所謂骨端線を形成する軟骨層は附図XIIIの

如くで『この軟骨層に接してメタフイーゼの血

管系があり，これは骨端部の血管系と更にi屈を

具にしているから次の章に於いて述べる．

3) 骨端核骨髄の略々中心部から関節軟骨面

に向う軟骨・白と胎生期及び新生児早期には認め

られる非骨髄形成性遠心性軟骨管は骨端核骨髄

表面に対して略々垂直に，遠心性に軟骨層中へ

派出し，骨髄血管系と軟骨年？との関係は 1）の

場合と略々同様で唯j詮である．主なる分岐型式

は白樺の枯木様で立体的観察法では明確に見得

るが，切片組織標本では凡そこの形態を烈｛象す

ることも出来ない．（附図XIV・ XVl 
其他に分伎しない幼弱なもの叉は萎縮性のも

のもある．決して隣の軟骨管の伎と吻合して居

らず，軟骨膜と骨髄聞の軟骨層の略々中間滑に

多く分校している．軟骨膜からも骨髄の方向へ

細軟骨管が同様に派出しているが吻合は認めら

れなかった．関節軟骨膜に於いてはこの軟骨管

は少し貧弱である． バタヲイーゼ側にも短い

軟お’t手が所々派出しているが，前者と柏々趣を

泉にし，斜走するものが多くしかもその尖端は

柱状軟骨層中に自然消失している．詳細は穿泌

H’C')j主で］±ぺる．

秋月’！？の内容l立び構造は附図 XVI-XVIIの如

く動脈性血管は軟骨管の中心部を直線状に走り，

軟骨管の分岐部以外で吋分校しない．軟骨管盲

端部に達すると附図 XVII・ Aの如く漏斗状に拡

附図盟 80x 透明傑本 骨端部骨髄血管網中間軟骨帯

10x8骨幹部骨髄血管網

図 XIII 切h"t¥'i本 80x
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~ 
司、

図 XtV so× 透明白~-1'

図 xv80× 透明j防本

大した静脈洞に移行し，係滞を形成している．その静脈

洞は附図 XVK• Bの如く H'i’状に吻合した静脈洞とな

り，更に1良部~亡なると附図XVl の拠1 ＜.管腔は広狭不

均等で走行一定せず，吻合伎が密なるために竹寵状の

静脈網を形成している．骨髄中に入ると不規則に骨髄

血管と吻合することなし各結節状骨髄核え般を出し

、
｜ヰl図 XVI 12ox 透明標本

島

Jr 
A B 
附図 xw透明標本 400x

た打、に分岐している（附図 XW・E）.骨髄毛細血管系

統に於ける毛細動静脈移行状態と粉々趣を異にする

が，強いて言えば骨髄伎中から動脈性毛細背の漏斗状

移行部を尖端にして軟骨層中え細長く突出した様なも

のである．血管周囲の軟骨管腔には骨髄と同様に細網

細胞があり品財産は網状をなしている．格子状線維は血

管壁に｛韮に認めるのみである叉軟骨管に接する軟骨基

質中へ謬原協維が放射状に派出している．

第5章 メタフ4ーゼ軟骨層下骨髄血管の

構造

幼弱骨端線軟骨層下メタフイーゼ血管系の構造は骨

日i~ ＇市に於けるそれと趣を臭にするか，骨幹部及びメ 9
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4際略
必修

’ ．』‘

c D 
附図 E咽 400x

併j図 XVll E 80x 

フイーゼの血管系に関しては先人の詳細な研究があ

り（図XIIIJ，之に累述する余地はない．しかし化骨後

転の旺盛な所であり軟a百組織と化骨言れた海綿骨基質

と毛細血管蹄係との柏万：関係、に就いてはJi~書に於てさ

え不明確であるので銀銭淡によって検討した．

ー骨端線軟骨細胞は柱状Jl首子様軟’舟町列をなし，附図

XIII・X咽の如く，メタフイーゼに近ずく科軟骨細胞は

膨大， Z妻子状となり，細胞伎も大きくなる．細胞聞慣

は幅広く，索（TrabekelStran♂）の特徴を示してい

る．メタフイーゼ毛i'.fll11'n_'il’疏（fc＇） ’人~；／.J(UI吹骨細胞柱と

同列にあり，あた心、も血管が秒、·rJ細!Jf'.！在日~f丸突破し
て居る如1く，軟骨細胞間質線維柱1t1JiJ;・r;.;・11Jイじfi.j守！こ接

続し，それが一定の凶弾の聞は互に隣ψものと総合し，

大会な幼弱な骨細胞を半円形に内側に向

けた幼弱海綿骨泉質となり，次第に骨細

胞がi曽摘し，小骨；／；＿！；質':i＇も整即され ，太

くなって什i的部’i川；li•l'i’後に移行してい

る．軟骨市財包！習とメタフイーゼ骨髄との

境界は甚だ閉阪で，メタフイーゼ’胃殴血

管部係の頂点を結んだ線と一致する．メ

タフイーゼ骨髄のぬ綿’？；;J志賀の周囲は造

骨細胞のみであミ』泊，このほ界の周辺部

には破骨細胞を多〈認めいメタフイー

ゼ骨髄からは軟骨官7ラ李英の痕闘をも認

め得なかった．骨端線軟骨層中の軟骨管

の存在は胎生時比び新生時の筏く初期に

認められることは一般に穿通ti'として認

図XVIIIso x 長管；lk骨メ ~7 イーゼ骨端線軟骨居

められて居り，幼弱時にはその痕跡、として柱状軟骨細

胞の舌Lれと疲痕性線維索を骨端骨髄側｛こ，w心るが，メ

タワイーゼ側は骨髄形成が：i＇｝.：をなたよう，その痕跡も急

速に消返するものと考えられる．メタフイーゼ軟骨層

下骨髄毛細血管の蹄係が幼弱な時期程：壮大で，洞乃至

癌状である．成熟すると共に微細且つ綴密になること

は骨端侠骨髄の場合と共通した現象で、ある．
匂魚

第6章穿逼軟骨管に就て

l時孔H! " '.J frl 'J· 々端に於けら~！血管（Du1chbohrendcr-
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kanal）に関しては Bidder(1906) Bertrand (1923) 

Lassila (1928) M. B. Schmidt (1929) Hintzsche (I 933) 

橋本美智雄教授(1948）河崎(1953）等の詳細な比較解

．剖学的研究がある．要するに胎生期に骨端軟骨部に骨

端骨髄形成性歎骨管が進入し，原始骨髄が形成され始

める頃，中心部から遠心性に，特に骨端表面Jkc;・ri幹

部方向に多数の軟骨管が分校し，後者は分校すること

なく直線状に骨端線軟骨層を貫通し， 骨幹部軟骨層中

に進入し，管端部骨髄より早期に発育，形成されたメ

タフイーセ袷3綿骨髄に閉口していると言う．其後骨幹

部骨髄肢が両骨端方向に拡大し，稿、々遅れて骨端部骨

髄が増大し，しかも骨端線柱状硝子様軟骨細胞が急市

に増殖するにlえんで，穿通管は圧迫， 狭窄させられ著

明に善意絡して，痕跡泊号なものになることが推察 出来

t－：.附図 XIII・ XIXの如く幼.ij'ij’百端骨髄から非官能形

t成，凶童心性軟骨管がメ タフイーゼ側にも日月らかに派出

：しているが，これは管端部骨髄周囲の散在性硝子機軟

骨層を貫通し，柱状軟骨層の中へも進入している．そ

の椛造はいかにも周囲骨，軟骨組織の繕殖に圧迫さ

れ，萎縮した様貌を呈し，その尖端は比較的太い線維

柱となって柱状i［火；・；細胞J配列を乱している所見はこ

の穿道官の存在と運命を良く物語るものである．穿i道
管の内容と構造は他の軟骨管と具なる所はない様であ

る．

主字通管の存在意義に関しては，橋本，河崎の女献に

よれば J3idd~r は「骨端部の化管の出発点となる Os
teoblastcnを麿挙部から骨端部へ導入する働き があ

附図 XIX 320× 

るJ と述／~t－： . しかし Eckert-Mりbius及びHintzsche

はこの学説に反対し，矯本投開工「骨端軟骨管の分校

の一部が， 骨端成長部軟骨組織の発育の為に漸次取り

残されて，両骨端に拡太して来t－：骨髄腔に閉口してE字

通管が形成されるものである」と述べている．骨端部

と骨幹部は発生上栄養血管系統を別にしたもので， 1)

骨端部は骨幹部より骨髄形成の出発が遅れ， 2）骨端部

化骨機転はどちらかと言うと穂子骨乃至短平骨形成の

形式をとる未分化のものであるた九 両骨髄が崎大，

接近する迄は他の軟骨層と同様に軟骨管を含み，軟骨

国列が柱状であるために非分校，直線状の形態をとっ

て居るが，両骨髄が接近すると共に叉骨端線柱状硝子

様軟骨細胞が増積すると共に，侵入していた軟骨管 （

穿通管）の存在と作用を自他動的に喪失するに到るも

のと考えられる．この点からも，穿通管を含む非骨髄

形成性遠心性軟骨管の生理的な特殊機能，想像を還し

くすればこの軟骨管の軟骨組織栄養供給源であること

を推察せしめるものである．一般に脅端軟骨層に更に

骨端線軟骨層には血管が分布して居ない様に考えられ

て居るが，穿通管の存在は胎生乃至生後短期間の間存

在するものであり，普通見る幼弱及び成熟骨端線軟骨

固には穿通管は無い．しかしその痕跡は明瞭に認めら

れる．而して軟骨管なるものは骨組織の血管系として

は甚だ原始期の未分化な血管構造であると推察する．

第 7章軟骨近接血管壁の貧宣作用

血行中に注入せられた微細要員粒状j異物の運命に就い

ては HoffmannRecklinghausen以来多くの研

究者により追求せられ，就中清野教疫の研究によ

れば血行中に注入せられた暴行は短時間の後に主

として肝臓，牌臓」立び骨髄に沈着し，而して骨鎚

内では組織球性細胞・多核白血球及びI血管什皮細

胞等によ り貧食せられるものであると記してい

る．故にか与る臓器は木米は外来微生物に対して

も抵抗性の強いものであろ うが｝文面叉その侵害の

程度が度を越-u.-:Jlfli＜時な受け易い臓擦でもある．

I:J，は骨髄血＇i＇＼＇内皮細胞のw汁刈粒の貧食性を知

らんと欲して.rn,;.v：桑汁液で骨組織を瀦流し，組

織学的に検索した．エピ及びメタフイーゼ共に動

脈系に付＇~~J(i'jfi}j脈I砕からイじ骨骨髄突起i勾の毛細密J

脈管に主るお！！1 1\'i.·J. •ttW；少く ，内皮細胞貧食殿粒

を認めなし．毛細動脈管が静脈洞に移行する蹄係

部J立山f1j;；；・－－卜正rt'i;J系に属 J－る独立静WK11ふつ内皮細



長管状骨軟骨近拷血管の構造及び作用に就いて 387 

J>f.J昆lXXI A. エピフイ ーゼ 80× 

警
百 ... 
、7・

砂 4量
私，

『

，、

位がエヒ。及びメタフイーゼの軟骨層下骨髄層であ

ることが多い司i'Hとよく一致する．そして血管系

及び血管周囲の結合織線維肱は炎症の内外波及の

通路となり，遠心』関士軟骨管は関節肱えの波及路と

なることは注意すべきことである．

第8章軟骨管準入の意義及び軟骨下

骨髄血管の意義

成長期に於ける関節，欽骨層は数慢の軟情書附包層

に区分出来ることは一般に知られている．骨髄血

管に接する部位は石灰化層（Veri<alkungsschicht.

subchondral bone）で， 前記の線級柱7':1￥塁走馬各立子

性索が存在すると錐も，このー柱乃三戸索こそ石灰沈

着と骨細胞新生とによって小海繍’骨骨主義となる基

材であるから，軟骨栄養液補給道路としての意義

を失う釈である．即ち’む自江側からの栄養鴻給は自

然に不良となる筈である．不良となると言うこと

バ は軟骨内化骨機転を促進すると言う街環機転によ

って，既停車k’E澗砲がほとんど全部消費し尽され

る迄続く性質のものであろう．

..... 
唱惨 “’ 

・．一三吻－

~に軟骨首周囲の政侍細胞には附図xx の如く

石j火化・化骨機伝の徴1侯が精造一ヒ及び染色性のと

B. メタフイーゼ 320x 

胞に除いて貧食持11'立を認めた．静脈系でも集合前十日正幹

壁にては著明・典主的でない..~Iこ軟骨管内皮細胞に

は沈着していてもう年中立u.大体に認められない． （附図

. X!l: A.エピフイーゼ. Bメタフイーゼ）

橋本教伎の研究によってもカルミ ン乃:r:~~nご汁グ：を施

した骨髄に於いて1ltJjll/iX性毛細管が静脈洞に移行する部

位の内皮細胞が色索現(J:f立主摂取することを立証してい

る．君主体学的に微細異物カ.f，＇／ ~i'i，浮世泣し易い部位・血

管内皮革則包と接触，定着し易い部位・貧f:tきれ易い部

位に於いて病巣を形成し易いことは納得出来人而し

て臨床的に化膿性乃3~結段位関節炎，骨髄炎の原発部

‘ゆ で先づ認められない．骨髄に近接ーした部位で、極く

動 家軽度に認められる事実から，軟骨官殊に遠心性非

骨髄形成性軟骨管の存在意義が納得出来る穣に思

う．軟骨組織への軟骨省進入の；（：）：；義に関しては既

に Hintzsche・橋本教授の詳細な研究報告があ

る．即ち現在のところ，

l) 骨形成の準備（軟冴組織の破嬢， P&l!'Z.化骨

作，石）．

2) 軟骨組織の栄養供給を良くするためのもの

3) 骨形成並びに栄養供給の両作用．

と言う 3説が唱えられ，第3説が長も合理的な説明で

あることは歴史的考察及び発生学的観察からして納得

され， Hintzsche及び橋本教伎の学説を支持するもの

である．河崎の所見を引用すれば，第3説支持の理由

として，

1) 化骨核の見られない骨端に於いても軟骨貨の進

入が見られる．

2) 各長骨々端にUぞける軟骨管の進入時期が略荷同

時で、ある．

3) 軟’脅管の進入時期と化’脅核の発生時期との聞に

時間的な隔りがある．
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4) 化管彼発生後も軟骨？：准入＜＞t/1の著明な減少が

見句れない 等の事実をあげて，軟骨管が骨蝋軟骨組

織σ，；Xd~を（J I、給こも関与するものであることを立証して

いる．

しかし一概に断定出来なくて，骨端軟骨組織の中へ

最初に進入する軟’母討はどちらかと言うと骨形成の；~1'.

義が大であり， ・i:1端’i与髄から放射状に派出する軟骨背

は吹骨組織栄養供給の意義がたであ；J・1花造は同じで

ありながら前者に於いて骨形成の或る発育l時期と存在

部位によって，その軟骨管の比較的尖端部に骨髄形成

刊をlffll与するものか、叉は軟骨組織自体、今変化即ち軟

骨・内イr「i・j・1:):i弘山準 (ii:jされた部位に於いて骨髄形成性が

後得されるものと考えられる．こういう考え方をすれ

ば遠心性売管筒形成性吹骨督も関節軟’再思が年令的

にー又は何等かのJil[:!3によって特発的に栄養；；ー障碍さ

れD i以：’jc]'jljイヒ’：・；素，古（軟骨細胞の泡状膨大・細胞商慣

の非務化 ・膨大軟骨腔周囲の無構造化・石UUJ;;J同町）沈

前 .i図濁等）が生ずれば3 異所的に骨髄形成性を~1与

して，骨端部骨髄の変形（変形性関節主主）を生ずるも

のとJrill釈出米る．成長する骨組織形成のために必須な

要手として

I) ’l ~栄f~ J ill'i ：の関与

2) 軟骨組織自体の軟骨内化・r・n表紙素地が必要で，

この何者（＇）質・設のとで刻々と変化する悶玄関係によ

って’1:1・組織の成長及び質的変化li段々なものとなり得

る．

而して軟骨組織に対す・る石川化性の点で怜軟骨l(!ff

血行系，求心ドI：骨髄形成性秋’＼＇ f・ ,j-> Jhl心性非’母倣形成

'tll•／府l'i’竹のllK！ －ーあり，後者科原始性 ・ 幼弱塁：のもの

であろ う．

11'次，＼＇i"i'.

しく考察されなければならないと思う． 

第 9章臨床ょにがける軟骨近接血管の

意義

11iiI.l7佐々 にU’、いて述べTこ如く，骨組般に於ける血

管系の解剖学的， 発生学的，病理学的状態の如何は

付奴：JJ.・.'j1~；：q)j~（J ’-j}jzび病態生理学的特殊性に密接に関

聯している.f' nserofft; ； －~－髄の動脈系特に其の個体

発生学的方面の研究から，骨髄血管には年令と共に

略々規則的なる構造上の変化が起きることを発表し

ている． 単にその構造及υ浮世草して来る微生異物の

みに限らず，血涜，血液成分，血管壁のアレルギー性

変化によって，骨組織の発育， 公民状態IJ、種々 様々 ，

刻々と二次的な影響Pを受ける．

骨組織は生命を保つ限り正常状態でも始終活M?_な変

化（Umwand lung）をなし，あらゆる作用力に対し

て，例えば機械的なi'H努力に対してさえも絶えず反応

し，骨の添加作用と吸収作用の相反したこつの機転が

正常の場合には平衡状態に，異常の場合には不平衡状

態にあり， 緩徐ながら不断；二改変（Umbau）を続けて

いることは一般に良く知られていら．か与る機転のエ

ネルギー源は血液成分であり，それを支明するものは

神経と血管系である． 信組織の内分泌的影響に関して

も辰近重視されつ Lあるが，いずれにしても血液侃環

系を経て直陵）］~詞接に作用するものであう．

局所血液循環系病変にi>Nらず，血管系の系統的，汎

発性の病変の場f~ I’こも 2 ’：：j 組織の発育・改変に影響を

及ぼして来る．

外傷と化膿性乃至直結核性骨髄炎めだ生との関係；ニつ

いては Lexer以来詳細に研究されて来た．そして疲労

・打撲乃査一時的血行障碍~'Ifが骨髄炎発生に誘図的に

働く事実が硲かめられてい ；：，.その理由として 1)骨

髄i血管殊に軟骨下骨髄突起層に鯵血が起こ る.2）！血中

の起炎菌は鎖Ith部2nち抵抗I成弱部Vこ沈着し易い.3）沈

請しfこ包炎菌に対し外傷は殺菌作用を滅弱せしめる．

4）外傷によりl日，灼巣が活動し始める司王等が推察せられ

た．骨端lj.次骨閣下骨髄血管系はp 強靭な骨皮質に（札'¥Iii

されて居る他の部伎に比しζ程微な.71、fl；＼力でさえ，そ

の焦点とな り作用ブコを受け易い．主~（＇）結果血液f市環斉を
の交，1,',j
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の如く特殊構造であり，近主義組織は骨幹部と異なって

抵抗力の弱い， 栄養の悪い軟骨組織である等の糸l'Ht

エピ及びメタフイーゼが骨，関節の炎f；民生疾患の原発

病巣たり得るに充分な解剖学的素因を有していること

を証明するものである．

疾病の発生因子は解剖学的因子のみではない．例え

ば閣の侵入とか個体のアレルギー状態等の複雑な組合

せによって成立するのであろうが臨床上観察される原

発病巣の部位及び年令の特殊性と血管分布，構造とは

相当Wl愛な関連があるものと考えられる．

第10章結 論

1) 軟骨疋接血管系の構造反び意義に関して考察を

加えた．そして三穫の特徴（I京始骨髄形成・軟骨・組織

針縫・化管作用）を示す血管系型があることも立証し

Tこ．

2) 関節及び管端部の各種疾患の発生機転と軟骨近

接血管の存在と役割は重要である．

3) 骨髄血管系の年令的に規則的な橋i貨の変化は各

穣骨疾息抹に炎症性骨疾患の発生年令と発生部位の特

殊性を生ずる 1要因である．

4) 骨，関節結核の成立機転及び年令，部位の特殊

性に関しては骨組織の構造と免疫学的（アレルギー性）

要素が主として関与するものであろうことを推察せし

める．

御怒篤なる御指導，御佼聞を賜った恩師近藤教授に

深甚なる感謝の意を俸げます．

本研究の要旨は昭和29年6月20日第75回近畿外科学

会に於いて発表した．
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